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石田元船長　50年の航海記を寄贈
　

低酸素社会の実現を目指して　北電がメガソーラー

加能作次郎文学賞を受賞したみなさん

子どもたちが海に興味を持ってほしいと話す石田さん

加能作次郎文学賞表彰式

鍬入れをする様子

　日本海洋事業（神奈川県横須賀市）海技顧問の石田貞夫さ

ん（八幡座主）から自叙伝「愛する海―船長50年の航海記」

の寄贈がありました。寄贈された本10冊は、町内の小中

学校に1冊ずつ配られます。

　石田さんは15歳から南極海の捕鯨母船などに乗り組み、

今春まで海洋調査船の船長を務めました。著書には20年

務めた船長の仕事や海の魅力、航海中に起きた出来事など

がつづられています。

　石田さんは「日本は海に囲まれている国。本を読んだ子

どもたちのうち一人でも海に関心を持ってくれればうれし

い」と話しました。

　11月1日（月）に能登中核工業団地で太陽光発電所の安全
起工式が行われました。

　この太陽光発電所は北陸電力㈱が低炭素社会に向けた取

組みとして計画しました。

　完成すれば一般家庭約250軒分の年間使用電力量にあた

る年100万キロワットが発電されます。運転は平成23年2

月に開始される予定です。

　11月13日（土）に第26回加能作次郎文学賞表彰式が行われま

した。

　この文学賞は大正から昭和初期にかけて活躍した、西海風戸

出身の作家加能作次郎の功績にちなんだ文学賞です。

　表彰式に先立ち、加能作次郎の作品「枇
び わ

杷の少女」が地元朗読

会によって朗読されました。会の名前はこの作品にちなんで「枇

杷の会」となっています。作品は少年期の淡い恋心を描いたも

ので、表彰式に集まった人たちは加能作次郎の世界を朗読で楽

しみました。

　文学賞に中学生の部は、七尾市立中島中学校３年の廣花智遥

さんの「私と本との出会い」が受賞し、高校生の部は石川県立羽

咋高等学校２年の東千波さんの「死を思う」が受賞しました。

　穴田教育長は「貴重な体験を学校などで子どもたちに伝

えていただきたい」と話しました。
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姉妹都市交流　友情の旗を製作
　

100歳おめでとうございます

子どもたちに自然遊びの大切さを話す米村さん

完成した旗とともに記念撮影する両校の生徒たち

アコーディオンでお話し会　観客を魅了

100歳を迎えた畑中志ささんとご家族、民生委員のみなさん

　11月10日（木）はまなす園で、100歳を迎えられた畑中志

ささんに小泉町長から祝い状と花束などが贈られました。

　この日は子の畑中正雄さんと悠起子さん夫婦も同席し、

志ささんの100歳を祝いました。

　小泉町長は「おいしいものをたくさん食べて長生きして

ください」と祝福し、志ささんは「ありがとう」と話しまし

た。

　正雄さんは「入所してから元気を取り戻してくれました。

みなさんの介護のおかげです」と話しました。

　これからもますますお元気で長生きしてください。

　11月6日から7日の2日間、志賀町と姉妹都市提携してい
る福井県高浜町との交流事業が行われました。

　この交流は平成2年11月3日に姉妹都市提携を行ってか

ら毎年行われているもので、今年は福井県高浜町の地元の

中学生25人が志賀町を訪れました。今年は交流20周年と

いうことで記念となる旗が作られることになりました。

　洋画家の髙﨑高嗣さん（西海風無）の指導を受けながら両

町の中学生が原案をデザインしました。この原案をもとに

旗が作られ、来年以降の交流事業で使われます。

　富来地域の林業従事者でつくる富来林業研究会は、11

月6日（日）に富来活性化センターで親子講演会を開催しま

した。講演会には約80人が参加し、林野庁森林技術総合

研修所講師の米村博実さんが、アコーディオンで童謡など

の演奏を交え、自然の大切さや自然遊びの大切さを訴えま

した。米村さんの軽快なトークに会場には笑い声が響き、

アコーディオンの演奏ではいっしょに歌う姿が見られまし

た。
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・固定資産税第３期
・国民健康保険税第６期
・後期高齢者保険料第９期
・介護保険料第６期
納期限は12月27日（月）です。

平
成
22
年
度 

石
川
県
ふ
ぐ
処
理

資
格
者
試
験
準
備
講
習
会

製
造
業
の
皆
さ
ん

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か

　

イ
ク
メ
ン
と
は
、
子
育
て
を
楽
し

み
、
自
分
自
身
も
成
長
す
る
男
性
、

ま
た
は
、
将
来
そ
ん
な
人
生
を
送
ろ

う
と
考
え
て
い
る
男
性
を
い
い
ま

す
。
イ
ク
メ
ン
が
も
っ
と
多
く
な
れ

ば
、
妻
で
あ
る
女
性
の
生
き
方
が
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
が
、
家
族
の

在
り
方
が
そ
し
て
、
社
会
全
体
も
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

近
年
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
概
念
も
浸
透
し
、
育
児
休
業
制
度

も
充
実
し
て
男
性
も
育
児
に
参
加
し

や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。
家
庭
で
お
父
さ
ん
の
積
極
的

な
協
力
が
あ
る
と
、
と
て
も
助
か
り

ま
す
。
ぜ
ひ
仕
事
と
子
育
て
を
両
立

さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
子
育
て
支
援
課 　

　

☎
32-

９
１
２
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

◆
日
時　

12
月
８
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

11
会
議
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

障
害
者
福
祉
総
合
相
談

◆
日
時　

12
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

 

10
時
〜
正
午
（
12
／
７
・
14
・
21
・
28
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
〜
正
午（
12
／
2
･
9
）

※
第
３(

木
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
12
／
16
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１(

水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
12
／
1
）

　

第
３(
水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
12
／
15
）

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

〈
志
賀
地
域
〉

◆
日
時　

12
月
６
日
㈪
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
志
賀
支
所

　

☎
32-

１
３
６
３

　

〈
富
来
地
域
〉

◆
日
時　

12
月
６
日
㈪
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

総
合
相
談(

無
料)

公
共
施
設
へ
の
電
話
は
Ｉ
Ｐ
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

石
川
県
で
は
平
成
18
年
に
ふ
ぐ
条

例
が
施
行
さ
れ
免
許
制
と
な
り
ま
し

た
。㈳
石
川
県
調
理
師
会
で
は
、日
々

仕
事
に
追
わ
れ
勉
強
す
る
機
会
の
少

な
い
ふ
ぐ
取
扱
者
の
皆
さ
ん
に
、
試

験
に
向
け
て
の
事
前
準
備
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日　

時　

平
成
23
年
２
月
３
日
㈭

　
　

実
技　

９
時
〜
12
時

　
　

学
科　

13
時
〜
16
時

◆
場　

所　

金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ

◆
受
講
料　

２
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代 

含
む
）

◆
定　

員　

30
人
程
度

◆
申
込
締
切　

定
員
に
な
り
次
第

◆
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
㈳
石
川
県
調
理
師
会
宛
に

送
付
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
㈳
石
川

県
調
理
師
会
か
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
㈳
石
川
県
調
理
師
会

　

☎
０
７
６-

２
６
１-

０
１
４
４

　

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
12

月
か
ら
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

※
11
月
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
無
料

法
律
相
談
の
日
程
を
都
合
に
よ
り
次

の
と
お
り
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
20
日
㈪

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

◆
相
談
弁
護
士　
國
田
武
ニ
郎
弁
護
士

　
　
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
市
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

９
人
（
予
定
）
初
め

て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
し
ま

す
。

※
申
込
用
紙
は
本
庁
住
民
課
と
富
来

支
所
総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

※
12
月
の
相
談
日
は
、
人
権
週
間

に
合
わ
せ
て
、
両
地
域
と
も

　

12
月
６
日（
月
）に
開
設
し
ま
す
。

　

自
立
支
援
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ

と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
24
日
㈮
10
時
〜
15
時

※
今
月
は
第
４
木
曜
日
が
祝
日
の
た

め
24
日
と
な
り
ま
す
。

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

相
談
室

問
子
育
て
支
援
課 　

　

☎
32-

９
１
２
２
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が
ん
検
診
等
の
受
診
や
健
康
づ
く
り

を
応
援
す
る
「
標
語
」
と
「
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す

　石川県最低賃金は、パートタイマー・アルバ
イトなど雇用形態を問わず、石川県内で働くす
べての労働者に適用されます。
　使用者は、これより低い賃金で労働者を使用
することはできません。
　なお、産業によっては、これより金額の高い
特定（産業別）最低賃金が適用されますので、ご
注意ください。

　お問い合わせ先　石川労働局賃金室
　　　　☎０７６-２６５-４４２５
　　　　ホームページ　http://www.roudou.go.jp/

必ずチェック最低賃金！　使用者も　労働者も必ずチェック最低賃金！　使用者も　労働者も
石川県最低賃金　時間額６８６円
（改正発効日　平成22年10月30日）

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

◆
内　

容　

古
着
を
使
っ
て
小
物
を

作
り
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
と

布
の
有
効
利
用
を
図
る
。

◆
日　

時　

12
月
11
日
㈯
９
時
〜

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

７
０
０
円

◆
持
ち
物　

古
着
の
布
１
枚
、
裁
縫

道
具

◆
講　

師　

原
田
洋
子 

氏

◆
申
込
期
間　

12
／
３
㈮
〜
10
㈮

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

☎ 

27-

１
１
５
３
℻ 

27-

１
１
５
４

　

 

あ
な
た
や
ご
家
族
は
健
康
で
す

か
？
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
い
ま

す
か
？

　

県
で
は
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
を
目
指
し
「
標
語
」
を
募
集

し
ま
す
。

◆
募
集
す
る
作
品

①
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
が
ん
検
診

や
特
定
健
診
な
ど
の
受
診
に
対
す

る
意
識
を
高
め
ら
れ
る
も
の

②
県
民
や
企
業
・
団
体
な
ど
や
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

を
目
指
す
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の

◆
募
集
に
つ
い
て　

ど
な
た
で
も
、

何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◆
募
集
締
切　

12
月
20
日
（
月
）　

◆
内　

容　

料
理
を
と
お
し
て
、
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
や
出
た
ご
み

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
土
田
郵
便
局
様
か
ら
、
窓
口
設
置

募
金
箱
に
集
ま
っ
た
お
金
を
社
会

福
祉
向
上
に
１
，
９
０
０
円

◇
高
浜
町
の
金
谷
節
夫
様
か
ら
、
亡

母
利
子
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福

祉
向
上
に
10
万
円

◇
志
賀
町
女
性
団
体
協
議
会
か
ら
、

文
化
祭
バ
ザ
ー
売
上
金
の
一
部
を

社
会
福
祉
向
上
に
２
万
円

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.m
e
ti.g

o
.jp
/

statistics

経
済
産
業
省
・
石
川
県
・
志
賀
町

問
企
画
財
政
課　

企
画
担
当

　

☎
32-

９
３
３
１

詳
細
は
、
石
川
県
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク

セ
ス
、
ま
た
は
、
応
募
先
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先　

日
本
対
が
ん
協
会
石

川
県
支
部
（
石
川
県
成
人
病
予

防
セ
ン
タ
ー
内
）

　

〒
９
２
０-

８
２
０
１

　

金
沢
市
鞍
月
東
２
丁
目
６

　

☎ 

０
７
６
７-

27-

１
１
５
３

　

℻ 

０
７
６
７-  

27-

１
１
５
４

※
字
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
職
業
（
学
生
は
学

校
名
と
学
年
）
を
必
ず
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

の
分
別
の
仕
方
を
学
ぶ
。

◆
日　

時　

12
月
19
日
㈰
９
時
〜

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
箸

◆
講　

師　

室
谷
加
代
子 

氏

◆
申
込
期
間　

12
／
３
㈮
〜
16
㈭

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

☎ 

27-

１
１
５
３
℻ 

27-

１
１
５
４

12
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
日
時　

12
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

１
階

◆
日
時　

12
月
22
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

９
３
１
１

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

な
ど
の
発
行
業
務

12
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯
・
18
日
㈯
・

25
日
㈯　

９
時
〜
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
電
話
な
ど
で
確
認

の
上
、
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
て
ん
と
市

◆
日
時　

12
月
14
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

☎
32-

９
２
２
１
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伝
え
た
い　

君
に
も
ら
っ
た　

あ
り
が
と
う

堀
松
小　
５
年　

橋
本　

彩
香
さ
ん

 

良
い
環
境　

私
と
あ
な
た
の　

マ
ナ
ー
か
ら

土
田
小　
６
年　

芳
岡　

志
穂
さ
ん

 

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー　

一
人
一
人
の　

心
か
ら

志
賀
中　
３
年　

白
山　

竜
市
さ
ん 

あ
い
さ
つ
は　

心
と
心
を　

結
ぶ
橋

志
賀
中　
２
年　

坪
野　

里
紗
さ
ん

 

あ
い
さ
つ
は　

明
る
い
町
の　

応
援
団

土
田
小　
５
年　

佐
藤　

隼
人
さ
ん

 

自
分
か
ら　

あ
い
さ
つ
出
来
る　

心
が
け

富
来
小　
５
年　

川
村　

梨
紗
さ
ん

あ
い
さ
つ
は　

地
域
を
変
え
る　

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー

富
来
中　
２
年　

油
谷
連
太
郎
さ
ん

　

志
賀
町
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
標
語
は
「
豊
か
な
心

を
育
む
町
民
会
議
に
て
小
学
５
・
６
年
生
か
ら

中
学
生
ま
で
募
集
し
、
11
月
28
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
「
志
賀
町
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め

の
集
い
・
豊
か
な
心
を
育
む
志
賀
町
民
の
集
い
」

で
優
秀
作
品
の
み
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
優
秀
作
品
は
、
支
所
な
ど
で
年

間
を
通
し
て
掲
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
石
川
県
第
11
団
で

は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

幼
保
年
長
か
ら
高
校
生
ま
で

【
日　

時
】

（
第
１
・
第
３
土
曜
日　

午
前
）

　

幼
保
年
長
か
ら
小
学
生

（
第
２
・
第
４
土
曜
日　

夜
）

　

中
高
校
生

【
場　

所
】

　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル　

研
修
室

【
主
な
活
動
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
キ
ャ
ン
プ
、

ク
ラ
フ
ト
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会　

他

【
お
問
い
合
わ
せ
】

☎
32
‐
３
８
３
３　

山
岸 

☆
先
般
の
文
化
祭
で
ユ
ニ
セ
フ
共
同

募
金
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

２
５
，
１
２
７
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
募
金
は
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
の
支
援
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。

志
賀
町
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
標
語
優
秀
作
品

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

　

第
６
回
志
賀
町
文
化
祭
が
11
月
１
日

か
ら
３
日
に
か
け
て
文
化
ホ
ー
ル（
２
、

３
日
）、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
１

日
〜
３
日
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
両
会
場
と
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、

活
気
あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
行
わ
れ
た
文
化
ホ
ー
ル
で

の
文
化
展
示
、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
の
文
化
余
技
展
で
は
、
一
般
、
文
化

協
会
、
愛
好
会
、
児
童
生
徒
な
ど
に
よ

る
力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文
化
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
で
、文
化
の
日
記
念
式
典
、

記
念
講
演
会
、
舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
会
で
は
、

元
能
登
ふ
る
さ
と
館
館
長
の
長　

楯
氏

が
「
英
国
と
能
登　

人
と
の
出
会
い
」

と
題
し
講
演
を
行
い
、
自
身
の
経
験
談

を
話
し
、
貴
重
な
話
に
会
場
は
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
文
化
協
会
に
よ
る
舞

台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
大
正
琴
の
華
麗
な
音
色
で
始

ま
り
、
詩
吟
、
琴
、
民
謡
と
踊
り
、
元

服
祝
い
唄
、
合
唱
、
曳
山
木
遣
唄
、
二

所
宮
獅
子
舞
、
冨
木
神
幸
太
鼓
、
よ
さ

こ
い
踊
り
の
11
団
体
が
多
彩
な
舞
台
芸

能
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、女
性
団
体
・
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
青
年
団

協
議
会
に
よ
る
豚
汁
販
売
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

出
展
・
出
演
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ガールスカウトの様子

【長　　楯　氏】

【民謡と踊り】

第 6回　文化祭が盛大に開催
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風
立
ち
て
ま
ざ
り
合
ふ
色
秋
桜

北
谷　

芳
子

霧
の
海
鳥
海
山
の
裾
沈
む

坂
下　

草
風

山
い
く
つ
越
え
て
五
箇
山
薄
紅
葉

土
田　

清
枝

竹
垣
に
す
が
り
て
日
浴
ぶ
枯
蟷
螂

土
田
ま
つ
い

身
に
し
む
や
ひ
と
荒
れ
ご
と
に
や
せ
る
浜

藤
田　

君
枝

謙
信
の
戦
の
跡
や
山
眠
る

淵
端　

三
之

安
住
の
城
が
あ
っ
て
の
暮
ら
し
で
す坂

下
二
三
子

何
と
な
く
気
品
あ
る
町
城
下
町

須
曽　

正
子

そ
れ
ぞ
れ
の
城
を
目
指
し
て
日
々
生
き
る

小
松　

彰
一

衆
議
院
通
れ
ど
ね
じ
れ
関
所
あ
り

村
中　

光
彦

一
張
羅
ず
ぶ
濡
れ
に
成
る
通
り
雨

西
尾　

善
春

コ
ス
モ
ス
の
散
る
ま
で
通
う
散
歩
道前

田　

志
津

歌
う
日
も
有
る
が
泣
く
日
も
そ
れ
以
上

池
田　

洋
子 

孫
の
歌
テ
レ
ビ
に
合
わ
せ
コ
タ
ツ
中平

川
ふ
じ
子

一
息
が
気
分
転
換
気
力
湧
く　
　

林　

ち
よ
子

畑
へ
来
て
思
案
に
一
息
入
れ
て
立
つ芝

山　

照
子

世
の
変
化
ホ
ッ
ト
一
息
つ
く
間
無
し岩

井
マ
サ
子

捨
て
上
手
一
息
入
れ
て
無
駄
生
か
す小

松　

康
子

納
屋
に
あ
る
塵
を
被
り
し
古
戸
棚
過
ぎ
に
し

人と

き生
の
証

し
る
し

ぞ
母
よ

石
田　
　

豊

あ
ま
た
な
る
隧
道
抜
け
て
探
ね
着
く

お
山
の
仏
知
り
人
の
顔

中
田　

和
子

も
ろ
も
ろ
の
歴
史
を
語
る
白
山
の

御
本
地
仏
に
ま
な
こ
凝
ら
せ
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

コ
ス
モ
ス
の
花
揺
れ
咲
き
て
離
れ
家
の

わ
が
家
好
む
や
捨
て
猫
居
着
く  

吉
崎
て
い
子

灯
の
下
に
差
す
手
引
く
手
の
袖
ゆ
れ
て

更
け
る
に
艶
め
く
八
尾
の
町
は　

福
島　

信
子

狭
庭
に
て
慎
ま
し
げ
な
り
石
蕗
の
花

浅　

子

夕
暮
れ
の
空
を
飛
び
か
う
鳥
た
ち
は

並
び
群
れ
な
し
は
る
か
遠
く
に　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

有
機
米
娘こ

ら
に
送
る
日
胸
に
秘
め

刈
跡
田で

ん

に
推
肥
撒
く
今あ

さ朝

松
本
理
希
三

亡
き
人
の
株
分
け
く
れ
し
菊
は
咲
く

姉
の
面
影
遠
き
に
あ
り
て　
　
　
　
　

み
さ
の

苦く
ぎ
ん吟

い
ま
推す

い
こ
う敲

つ
る
べ
落
し
か
な

須
广
ひ
ろ
し

能
登
魅み

せ
り
情

な
さ
け

も
加
へ
花

は
な
す
す
き芒

川
田
ま
さ
を

大
正
の
戦
友
ま
た
逝ゆ

き
秋あ

き

時し
ぐ
れ雨

冨
地　

重
内

上
空
の
雲
裂さ

く
日ひ

矢や

や
深
む
秋

浅
野　

照
子

機は
た
お
と音
の
も
れ
く
る
里
や
秋
時
雨

前
川
美
代
子

夜
明
よ
り
能
登
の
里
山
野の
わ
き分

か
な

森
下
い
わ
お

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
の
人
が
幅
広
い
分
野
を
、
一
科

目
か
ら
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ　

　

放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
石
川
郡
野
々
市
町
扇
が
丘
７-

１
）

☎
０
７
６
‐
２
４
６
‐
４
０
２
９

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.air.ac.jp

《
大
学
説
明
会
の
お
知
ら
せ
》

　

初
め
て
入
学
す
る
人
に
は
、
左
記
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
都
合

の
良
い
日
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

12
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

平
成
23
年
２
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）・

19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

　

時
間
は
10
時
30
分
〜
12
時

　

会
場
は
い
ず
れ
も
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

で
す
。

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集


